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地
域
に
根
差
し
た
江
戸
文
化

秋
を
形
容
す
る
言
葉
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま

す
が
、
文
化
財
係
で
す
の
で
「
文
化
の
秋
」、

そ
れ
も
「
伝
え
る
」「
繋つ

な

ぐ
」
の
言
葉
に
注

目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
財
は
、長
い
間
、多
く
の
人
々
に
よ
っ

て
守
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
人
々
に
よ
っ
て
繋
が
れ
て
き
た
と
い
う

事
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
秋
に

見
る
こ
と
の
で
き
る
、
区
内
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
「
無
形
」
の
文
化
財
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
一
つ
は
、
無む

形け
い

民み
ん

俗ぞ
く

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

で
す
。
江

戸
時
代
に
仕
事
や
暮
ら
し
か
ら
生
ま
れ
、
江

戸
の
粋
を
体
感
で
き
る
民
俗
芸
能
は
、
10
月

の
区
民
ま
つ
り
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
も
う
一

つ
は
、
無む

形け
い

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

で
す
。
昔
か
ら
人
々
の

暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
、
職
人
さ
ん
の
磨み

が

き

抜ぬ

か
れ
た
伝
統
的
な
技
術
は
、
11
月
の
伝
統

工
芸
展
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
11
月
22

日
に
は
、
本
区
の
歴
史
を
テ
ー
マ
と
す
る
文

化
財
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
を
知
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
の
時
代
、
区

内
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
繋
が
な
け
れ
ば
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
関
心
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は
、

2
・
3
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

○江東区文化財保護強調月間2023

歴史と文化を考えよう
地域に根差した江戸文化
民俗芸能大会
文化財講演会
東京9区文化財古民家めぐり
江東区伝統工芸展

○志演神社にみる文化財の来歴
○江東区の復興小公園
−震災から100年−

○関東大震災から100年

変貌した深川　〜土地区画整理の実施〜
○深川の豪商

近江屋喜左衛門

江東区文化財保護強調月間2023

江戸名所之内　永代橋の風景　国綱江戸名所之内　永代橋の風景　国綱
（国立国会図書館デジタルコレクション）（国立国会図書館デジタルコレクション）

歴史と文化を
考えよう

歴史と文化を
考えよう

永代橋は、江戸名所のひとつで、広重や英泉など、幾人もの絵師が橋の
姿とともに、江戸前に広がる風景を描きました。その絵は、多くの場合、橋の
西側（中央区）から東側（江東区）方面を遠望し、そこに佃島を描くという構
図です。しかし、国綱が描いたこの絵は、東側を中心に据え、南に佃島を取
り込んだ構図になっています。橋の近くに茶屋があることは、多くの人がこ
の橋を渡ったことを窺わせ、佃島の傍らに停泊する複数の廻船は、江戸が
物資の集積地であることを示しています。　※現在の永代橋は、国の重要文化財です。

ひろしげ えい

えん

かたわ てい はく

くに つな す

ぼう

せん



民
俗
芸
能
大
会

文
化
財
講
演
会

10
月
15
日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

「
東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り
」

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク  

2
0
2
3

2
0
2
3
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

入
口
広
場
（
角
乗
池
）

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏い

か
だ

師し

（
川か

わ

並な
み

）
は
、

鳶と
び

口ぐ
ち

一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角か

く

乗の
り

は
、
そ
の
仕
事
の
余よ

技ぎ

と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
40
分
】

場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
繰あ

や
つ

る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大お

お

数じ
ゅ

珠ず

を

手た

繰ぐ

り
な
が
ら
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
唱と

な

え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子 �

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に
教

え
た
祭

ま
つ
り

囃ば
や

子し

の
流
れ
を
汲く

む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞�

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神み

輿こ
し

の
先
頭
に
立

ち
、
木き

遣や
り

を
歌
い
な
が
ら
、
男

お
と
こ

髷ま
げ

に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋い

き

な
い
で
た
ち
で
練ね

り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰た

つ

巳み

芸げ
い

者し
ゃ

が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米こ

め

俵だ
わ
らや

酒さ
か

樽だ
る

な
ど
の
運う

ん

搬ぱ
ん

を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸げ

い

能の
う

化か

し
ま
し
た
。

「
関
東
大
震
災
と
住
民
た
ち
」

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
の
関
東
大
震
災

で
は
、
江
東
区
の
西
部
（
深
川
区
）
が
ほ
ぼ

全
焼
し
、
火
災
を
免
れ
た
東
部
（
城
東
区
）

に
多
く
の
被
災
者
が
避
難
し
ま
し
た
。
当
時

の
地
域
住
民
が
置
か
れ
た
状
況
と
災
害
に
立

ち
向
か
っ
た
様
子
・
地
域
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

日
時
　
11
月
22
日
（
水
）
18
時
30
分
〜
20
時	

会
場
　�

教
育
セ
ン
タ
ー
1
階
大
研
修
室
　

（
東
陽
2
︱
3
︱
6
）

定
員
　�

50
人

費
用
　
無
料

講
師
　�

鈴
木
淳じ

ゅ
ん

氏
（
東
京
大
学
教
授
）

締
切
　
10
月
18
日
（
水
）
必
着

申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
（
1
枚
に
つ
き
1

名
・
複
数
名
の
申
込
不
可
）
の
往
信
面
裏
に

①
「
文
化
財
講
演
会
」
と
記
入
②
住
所
③
氏

名
・
ふ
り
が
な
④
電
話
番
号
を
記
入
、
返
信

面
表
に
⑤
郵
便
番
号�

⑥
住
所
⑦
氏
名
を
記

入
し
、
〒
1
3
5
︱
8
3
8
3
江
東
区
役

所
文
化
観
光
課
文
化
財
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
※
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

文
化
観
光
課
文
化
財
係

電　

話　

0‌

3
︱
3
6
4
7
︱
9
8
1
9

F
A
X　

0‌

3
︱
3
6
4
7
︱
8
4
7
0

　
10
月
1
日
（
日
）
〜
11
月
30
日
（
木
）
の

期
間
は
、
都
内
9
区
（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・

北
・
杉
並
・
世
田
谷
・
練
馬
・
目
黒
・
江
東
）

が
参
加
し
、
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古
民
家

を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田
区
飯
田

橋
3
︱
5
︱
1
・
最
寄
り
駅
：
東
京
メ
ト
ロ

飯
田
橋
駅
・
開
館
時
間
：
平
日
午
前
9
時
～

午
後
8
時
30
分
・
土
曜
日
午
前
9
時
～
午
後

5
時
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）
1
階
で
は
、

9
月
9
日
（
土
）
～
11
月
１
日
（
水
）
の
期

間
に
「
私
た
ち
の
町
に
古
民
家
を
残
す
」
と

題
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
江
戸
時
代
の
民
家
建
築
で

あ
る
旧
大

石
家
住
宅

が
、
仙
台

堀
川
公
園

内
（
南
砂

5
︱
24
地

先
）
に
保

存
さ
れ
、

公
開
し
て

い
ま
す
。

開
館
日
　
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

木場の角乗（右上）
富岡八幡の手古舞（右下）
砂村囃子（中上）
木場の木遣（左上）
深川の力持（左下）

旧大石家住宅



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
11
月
1
日（
水
）〜
11
月
5
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」下車A3出口より徒歩３分
●都営大江戸線「清澄白河」下車A3出口より徒歩３分
●都バス門３３「清澄庭園前」下車徒歩３分
●都バス秋２６「清澄白河駅前」下車徒歩４分

会場・深川江戸資料館への交通

実演公開日程表
日程 技術｢体験内容　費用｣ 保持者

11/1
（水）

午
前

江戸切子「小皿 1,000円」 小林淑郎
刀剣研磨 臼木良彦
べっ甲細工 磯貝　實
無 地 染「手ぬぐい 2,500円」 近藤良治

午
後

江戸切子「小皿 1,000円」 小林淑郎
染色補正 丸田常廣
襖榾・襖椽 鈴木延坦
無 地 染「手ぬぐい 2,500円」 近藤良治

11/2
（木）

午
前

染色補正 丸田常廣

茶の湯指物「箸 1,500円／
飾台 500円」 山田一彦

更紗染 佐野利夫

午
後

相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
建　　具

友國三郎「組子 枡つなぎ1,000円／
亀甲麻の葉1,500円」

更紗染 佐野利夫

11/3
（金・祝）

午
前

紋章上絵 亀山晴男

茶の湯指物「箸 1,500円／
飾台 500円」 山田一彦

木 彫 刻「根付 平面500円／
立体2,000円」 渡邉美憲

午
後

建　　具
友國三郎「組子 枡つなぎ1,000円／

亀甲麻の葉1,500円」

茶の湯指物「箸 1,500円／
飾台 500円」 山田一彦

表　　具「一閑張 1,000円／
2,000円」 岩崎　晃

11/4
（土）

午
前

襖榾・襖椽 鈴木延坦
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

表　　具「一閑張 1,000円／
2,000円」 岩崎　晃

午
後

刀剣研磨 臼木良彦
建　　具

友國三郎「組子 枡つなぎ1,000円／
亀甲麻の葉1,500円」

表　　具「一閑張 1,000円／
2,000円」 岩崎　晃

11/5
（日）

午
前

刀剣研磨 臼木良彦
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

木 彫 刻「根付 平面500円／
立体2,000円」 渡邉美憲

午
後

刀剣研磨 臼木良彦

茶の湯指物「箸 1,500円／
飾台 500円」 山田一彦

木 彫 刻「根付 平面500円／
立体2,000円」 渡邉美憲

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。

の技術は体験ができます（有料）。
申込みは当日会場で（材料が無くなり次第終了）。

3

42
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の

技
を
受
け
継
ぐ
区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ

る
実
演
・
体
験
を
行
い
ま
す
（
日
程
表
参
照
）。

ま
た
、
今
回
は
江
戸
切
子
の
特
集
展
示
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

実
演
・
体
験
時
間

〈
午
前
の
部
〉
午
前
10
時
～
12
時
30
分

〈
午
後
の
部
〉
午
後
1
時
30
分
～
4
時

日
程
表
の
う
ち
、

の
技
術
で
体
験

が
で
き
ま
す
。
申
込
み
は
会
場
で
直
接
職
人

さ
ん
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
材
料
が
無
く

な
り
次
第
終
了
）。
実
費
が
か
か
り
ま
す
。

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東

区
伝
統
工
芸
保
存
会

に
よ
る
工
芸
品
の
即

売
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
と
な
い
機
会
で

す
の
で
、
是
非
ど
う

ぞ
。



4

江
東
区
内
の
寺
社
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文

化
財
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
寺

社
と
の
ゆ
か
り
が
明
確
な
も
の
が
あ
る
一
方

で
、
そ
の
寺
社
と
の
関
わ
り
が
不
明
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。

志
演
神
社
の
文
化
財

志
演
神
社
（
北
砂
2
）
は
、
社
伝
に
よ
る

と
、
も
と
は
十
間
川
の
東
岸
に
あ
り
、
寛か

ん

永え
い

元
年
（
1
6
2
4
）
当
地
開
発
の
際
に
菅
原

長
寛
が
稲
荷
の
神
を
勧
請
し
熊
野
吉
野
の
両

神
を
合
祀
し
て
深
川
稲
荷
と
称
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
り
ま
す
。
元げ

ん

禄ろ
く

の
頃
、
参
拝
に
立
ち

寄
っ
た
将
軍
か
ら
「
民
の
志
を
演の

ぶ
る
所
殊

勝
な
り
」
と
言
わ
れ
、
社
号
を
志
演
稲
荷
に

改
め
、
元
禄
8
年
（
1
6
9
5
）
に
現
在
地

に
移
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』
に
よ
る
と
、
同
社
は
寛
永
年

間
（
1
6
2
4
～
4‌

4
）
八
右
衛
門
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
八は

ち

え
右
衛
門も

ん

新し
ん
で
ん田

の
鎮
守
で
あ

る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
右
衛
門
新
田

は
、
現
在
の
北
砂
1
丁
目
・
2
丁
目
辺
り
の

地
域
で
す
。
昭
和
20
年
（
1
9
4
5
）
の
戦

災
に
よ
り
社
殿
を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
復
興

さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

現
在
、
志
演
神
社
に
は
指
定
文
化
財
3

件
と
登
録
文
化
財
8
件
が
あ
り
、
10
件
は
石

造
物
で
す
。
例
え
ば
「
燈と

う

籠ろ
う

（
残
欠
）
織お

田だ

長な
が

好よ
し

奉
納　

一
対
」
の
右
側
竿さ

お

石い
し

に
は
「
奉

寄
進
石
燈
籠　

深
川
稲
荷
」
と
い
う
刻
銘
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

に
も
こ
の
燈
籠
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、

志
演
神
社
と
の
ゆ
か
り
が
わ
か
り
ま
す
。

志
演
神
社
の
庚こ

う

申し
ん

塔と
う

志
演
神
社
の
社
務
所
裏
に
は
5
基
の
庚
申

塔
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
2
基
は
指
定
文
化

財
、
3
基
は
登
録
文
化
財
で
す
。
庚
申
塔
は

庚
申
信
仰
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
石
造
物

で
す
。
庚
申
信
仰
は
、
道
教
の
考
え
を
も
と

に
、
仏
教
・
神
道
・
民
間
信
仰
な
ど
の
影
響

を
取
り
入
れ
て
成
立
し
、
江
戸
時
代
に
は
庚こ

う

申し
ん

講こ
う

と
し
て
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
（
本
誌

2
6
6
号
参
照
）。

5
基
の

庚
申
塔
の

う
ち
、
2

基
に
は
人

名
と
と
も

に
村
名
が

刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

指
定
文
化

財
で
あ
る

延え
ん

宝ぽ
う

8
年

（
1
6
8
0
）
在ざ

い

銘め
い

の
庚
申
塔
に
は
「
武
州

葛
𢈘
郡
西
葛
西
領　

八
右
衛
門
新
田
」、
元

禄
6
年
（
1
6
9
3
）
在
銘
の
庚
申
塔
に

は
「
八
右
門
新
田
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
八

右
衛
門
新
田
の
村
民
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
延
宝
8
年
の

方
に
は
「
中
嶋
八
右
衛
門
」
と
い
う
刻
銘
が

あ
り
、
村
の
開
発
者
の
子
孫
で
あ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
（
本
誌
2
8
1
号
参
照
）。
残

り
の
3
基
に
は
村
名
の
刻
銘
が
な
く
、
ど
の

村
の
人
々
が
造
立
し
た
の
か
は
不
詳
で
す
。

こ
の
う
ち
、
寛か

ん

文ぶ
ん

元
年
（
1
6
6
1
）
在
銘

の
庚
申
塔
は
、
区
内
で
2
番
目
に
古
い
年
代

で
、
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
（
本
誌

2
6
5
号
参
照
）。

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
庚
申
塔
は
、
造
立

さ
れ
た
当
初
か
ら
志
演
神
社
に
あ
っ
た
も
の

で
は
な
い
よ
う
で
す
。
一
部
は
北
砂
1
丁
目

の
道
端
に
古
く
か
ら
建
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
、
そ
の
道
は
庚
申
塚
通
り
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
20
年
の
戦
災
に
お
い
て
も
庚

申
塔
は
焼
け
残
り
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
保

存
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
志
演
神
社
に
移

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
庚
申
塔
と
志

演
神
社
と
の
直
接
の
関
連
は
な
い
よ
う
で
す

が
、
当
時
の
八
右
衛
門
新
田
、
現
在
の
北
砂

に
ゆ
か
り
の
深
い
石
造
物
と
し
て
、
地
域
の

人
々
に
よ
っ
て
大
切
に
守
ら
れ
、
現
代
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

志
演
神
社
の
力

ち
か
ら

石い
し

境
内
右
側
の
植
え
込
み
の
中
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
力
石
は
、
力
試
し
の
道
具
と
し
て

使
用
さ
れ
た
石
で
す
。
こ
の
力
石
は
寛
文
4

年
（
1
6
6
4
）
在
銘
で
、
日
本
で
も
か
な

り
古
い
力
石
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
社
に
伝
来
し

た
経
緯
は
不
明
で
す
が
、
戦
前
は
社
殿
裏
に

あ
り
、
昭
和
40
年
頃
に
は
現
在
地
付
近
の
地

面
に
直
接
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

台
石
の
上
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
地
元
で
は

「
志
乃
武
石
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
必
ず
し
も

寺
社
と
の
ゆ
か
り
や
来
歴
が
明
確
で
な
く
て

も
、
地
域
で
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
、
現
代

ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
財
は
こ
の
他
に

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
が
次
代
に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員‌

金
井
貴
司
）

燈籠（残欠）の右側

庚申塔　延宝8年在銘

4基の庚申塔。木を挟んで左手前にも1基ある。

力石　寛文４年在銘

志し

演の
ぶ

神
社
に
み
る
文
化
財
の
来
歴
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復
興
公
園
と
は

復
興
公
園
と
は
、
関
東
大
震
災
（
以
下
、

震
災
）
の
翌
年
の
大
正
13
年
（
1
9
2
4
）

か
ら
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
ま
で
に
、
震

災
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て
国
と
東
京
市
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
公
園
を
示
し
ま
す
。

国
は
内
務
省
復
興
局
に
よ
っ
て
3
つ
の
大

公
園
（
浜
町
・
隅
田
・
錦
糸
）
が
、
東
京
市

は
公
園
課
に
よ
り
、
52
の
小
公
園
が
造
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
江
東
区
内
で
は
7
つ
（
元

加
賀
・
八
名
川
・
森
下
・
臨
海
・
東
陽
・
扇

橋
・
川
南
）
の
復
興
小
公
園
（
以
下
、
小
公

園
）
が
復
興
小
学
校
に
隣
接
し
て
造
ら
れ
、

今
も
人
々
の

憩い
こ

い
の
場
と

な
っ
て
い
ま

す
。
今
号
で

は
、
区
内
の

小
公
園
に
つ

い
て
考
え
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

復
興
小
公
園
造
園
の
目
的
と
経
緯

近
代
的
な
公
園
を
造
園
す
る
計
画
は
震
災

以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
震
災
後
は
復
興

事
業
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
小
公
園
の
造

園
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
の
公
園
と
は
異
な

り
、
ま
ず
非
常
時
に
防
火
拠
点
と
す
る
こ
と
、

通
常
時
で
は
、
地
域
の
公
園
と
し
て
の
機
能

の
他
、
隣
接
す
る
小
学
校
の
運
動
場
の
延
長

と
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
市
で
は
、
1
1
7
の
小
学

校
が
震
災
に
よ
り
焼
失
し
ま
し
た
。
当
初
は

こ
れ
ら
全
て
の
小
学
校
に
小
公
園
を
造
園
す

る
計
画
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経
費
の
関
係
か

ら
前
掲
の
52
か
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
全
小
公
園
の
総
経
費

1‌

3
︐
7
5
2
︐
1
7
5
円
の
9
割
が
用
地

費
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
い
か
に
用
地
の
取

得
が
困
難
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

復
興
小
公
園
の
デ
ザ
イ
ン
と
造
園
方
針

小
公
園
の
造
園
は
、
東
京
市
造
園
課
長
井い

の

下し
た

清き
よ
し（

1
8
8
4
～
1
9
7
3
）
に
よ
り
主

導
さ
れ
ま
し
た
。
井
下
は
、
進し

ん

取し
ゅ

の
気き

性し
ょ
うを

も
っ
て
、
震
災
以
前
か
ら
市
内
に
小
公
園
を

設
置
し
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に
社
会
的
な
意

味
を
付
与
し
て
い
ま
し
た
。
井
下
は
、
公
園

を
民
衆
の
憩
い
の
場
と
定
義
し
、
社
会
、
教

育
、
保
健
事
業
の
機
能
を
果
た
す
べ
き
も
の

と
し
ま
し
た（『
都
市
と
公
園
』）。
小
公
園
は
、

欧
米
諸
国
の
教
会
に
倣な

ら

っ
て
、
小
学
校
と
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中

心
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

た
考
え
を
も
っ
た
井
下
は
、
震
災
後
は
、
当

時
北
ド
イ
ツ
に
見
ら
れ
た
造
園
ス
タ
イ
ル
に

影
響
を
受
け
、
こ
れ
に
日
本
独
自
の
造
園
方

式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
小
公
園
の
造
園
を
計
画
し
ま
し
た
。

小
公
園
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
、
道
路
側

は
非
常
時
を
考こ

う

慮り
ょ

し
て
低
い
鉄
柵
と
し
、
数

か
所
に
瀟し

ょ
う

洒し
ゃ

な
門
を
設
け
、
中
央
に
は
広
場

を
置
き
、
そ
の
周
囲
に
植
栽
し
休
養
の
た
め

の
ベ
ン
チ
を
備
え
、
さ
ら
に
、
四あ

づ

阿ま
や

や
藤
棚

を
設
け
て
休
養
所
（
集
会
所
と
し
て
も
利
用

可
）
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
植
栽
に
あ
た
っ

て
は
、
小
公
園
と
外
部
の
境
界
と
し
て
常
緑

低
木
を
密
植
さ
せ
る
一
方
で
、
小
公
園
内
に

は
観
賞
低
木
を
配
し
て
花
園
を
つ
く
り
、
学

校
の
教
材
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
公
衆
便

所
・
飲
用
水
栓
・
噴
水
・
壁へ

き

泉せ
ん

・
照
明
な
ど

の
施
設
、
管
理
人
詰
所
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
小
公
園
内
に
は
、
児
童
の

遊
戯
場
が
設
け
ら
れ
、
滑

す
べ
り

台だ
い

・
ブ
ラ
ン
コ
・

シ
ー
ソ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・
鉄
棒
・
砂

場
な
ど
が
置
か
れ
ま
し
た
。

区
内
に
残
る
復
興
小
公
園

東
京
市
は
、
予
算
の
関
係
か
ら
小
公
園
の

面
積
を
一
律
9
0
0
坪
と
し
ま
し
た
が
、
デ

ザ
イ
ン
は
画
一
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
造
園
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

扇
橋
公
園
（
石
島
）
で
は
、
地
名
に
因
ん
だ

扇
形
の
広
場
、
露
壇
と
す
る
な
ど
の
意い

匠し
ょ
うが

凝こ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
図
面
を
見
る
と
、
区
内
の
小
公
園

に
は
、
前
記
し
た
施
設
や
遊
具
が
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
す
が
、
修
復
を
経へ

な
が
ら

現
存
し
当
時
の
姿
を
伝
え
る
の
は
、
元
加
賀

公
園
（
白
河
4
）
の
壁
泉
（
図
1
）
と
川
南

公
園
（
千
石
2
）
の
滑
台
（
図
2
）
の
み
で

す
。
壁
泉
は
、
開
園
当
初
の
東
陽
公
園
（
東

陽
3
）
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
当
時
の
図
面
か

ら
分
か
り
ま
す
が
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
壁
泉
は
、
平
成
の
初
め
頃
ま
で
噴
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
止

水
さ
れ
て
い
ま
す
。
滑
台
は
、
7
つ
の
小
公

園
全
て
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
図
面
か

ら
確
認
で
き
ま
す
が
、
当
時
の
も
の
は
川
南

公
園
に
し
か
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
滑
台
の
支
柱
に
設
置
さ
れ
て
い
る
2

枚
の
レ
リ
ー
フ
（
図
2
）
に
は
子
ど
も
や
天
使

が
遊
び
戯た

わ
む

れ
て
い
る
姿
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
荒
廃
し
た
現
状
と
は
真
逆
の
世
界
が

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
惨さ

ん

状じ
ょ
うを

目ま

の
当あ

た

り
に
し

た
子
ど
も
た
ち
の
心
を
癒い

や

す
理
想
郷
が
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員‌

大
関
直
人
）

図１　 壁泉（元加賀公園）

図2　 滑台（川南公園）

江
東
区
の
復
興
小
公
園 

　
―
震
災
か
ら
1
0
0
年
―
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変
貌
し
た
深
川　
～
土
地
区
画
整
理
の
実
施
～

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

新
生
東
京
を
目
指
し
て

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
9
月
1
日
の

関
東
大
震
災
に
お
け
る
火
災
に
よ
り
、
東

京
市
で
は
面
積
の
4
割
3
分
余
に
あ
た
る

1
0
4
8
万
5
4
7
4
坪
が
焼
失
し
ま
し

た
。
政
府
は
、
首
都
東
京
を
理
想
的
な
都
市

と
す
る
べ
く
復
旧
で
は
な
く
復
興
を
行
う
こ

と
と
し
、
焼
失
区
域
を
対
象
に
復
興
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

震
災
前
の
東
京
は
、
道
が
狭
く
て
曲
が
り

く
ね
り
、
行
き
止
ま
り
の
路
次
横
丁
が
無
数

に
あ
り
ま
し
た
。
火
事
の
た
め
に
出
動
し
た

消
防
ポ
ン
プ
も
入
れ
ず
、
ホ
ー
ス
を
遠
方
か

ら
引
き
入
れ
て
も
、
時
間
が
か
か
っ
て
火
の

手
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な

状
態
を
改
善
す
る
た
め
、
安
全
で
、
衛
生
的

で
、
気
持
ち
の
良
い
、
さ
ら
に
能
率
の
高
い

都
市
の
建
設
を
目
指
し
た
の
で
す
。

土
地
区
画
整
理

新
し
い
街
づ
く
り
に
は
、
道
路
を
広
げ
、

防
火
地
帯
を
作
り
、
街
路
区
画
を
整
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
宅
地
を

削
っ
て
用
地
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

土
地
の
収
用
に
は
、
買
収
に
よ
る
方
法
と

区
画
整
理
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
買
収

に
よ
る
方
法
で
は
、
土
地
を
買
収
さ
れ
た
人

は
全
く
生
活
の
根
拠
を
失
う
の
に
対
し
、
買

収
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
所
有
地
が
道
路
に
面

し
て
地
価
が
上
昇
す
る
な
ど
の
思
い
が
け
な

い
利
益
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
不
公
平
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
も
公
平
で
、

最
も
苦
痛
の
少
な
い
土
地
区
画
整
理
の
方
法

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
区
画
整
理
の
公
平
性
は
、
施
行
地
区

内
の
地
主
全
体
で
用
地
を
無む

償し
ょ
う

提
供
す
る
点

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
地
主
は
、
区

画
整
理
に
よ
り
す
べ
て
の
土
地
が
整
形
さ
れ

て
道
路
に
面
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
所
有

地
の
地
価
が
上
が
っ
て
利
益
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
提
供
の
割
合
は
1
割

で
、
1
割
を
超
え
た
部
分
に
対
し
て
は
補ほ

償し
ょ
う

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

一
般
的
に
郊
外
で
実
施
さ
れ
る
例
の
多
い

土
地
区
画
整
理
を
、
建
物
が
密
集
す
る
都
市

内
で
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
対
象
地
が
焼
け
跡
で
あ
る
こ
と
や
、
災

害
に
強
い
街
を
子
孫
に
残
す
と
い
う
強
い
意

志
か
ら
、
政
府
な
ら
び
に
東
京
市
は
、
禍

わ
ざ
わ
いを

転
じ
て
福
と
な
す
べ
く
、
区
画
整
理
の
実
施

に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

土
地
区
画
整
理
の
方
法

大
正
12
年
12
月
24
日
に
土
地
区
画
整
理
を

規
定
し
た
特
別
都
市
計
画
法
が
公
布
さ
れ
、

翌
年
３
月
20
日
に
は
整
理
対
象
区
域
が
告
示

さ
れ
ま
す
。
対
象
区
域
は
約
9
1
2
万
坪（
当

初
）
で
、
郡
部
の
一
部
（
砂
町
の
一
部
な
ど
）

を
含
み
ま
す
。
さ
ら
に
同
月
27
日
に
は
区
域

を
65
か
地
区
に
細
分
化
し
た
施
行
地
区
が
告

示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
ご
と
に
独
立
し

て
区
画
整
理
を
行
い
ま
す
が
、
道
路
・
公
園
・

運
河
な
ど
は
地
区
を
ま
た
ぐ
た
め
に
各
地
区

相
互
に
連
携
し
て
施
行
し
ま
す
。
国
は
15
か

地
区
、
東
京
市
は
50
か
地
区
を
担
当
し
、
江

東
区
域
は
第
52
地
区
か
ら
第
62
地
区
、
及
び

第
65
地
区
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
（
図
1
）。

ま
ず
、
幹
線
街
路
（
幅ふ

く

員い
ん

22
ｍ
以
上
）
と

運
河
、
及
び
大
公
園
（
隅
田
・
浜
町
・
錦
糸
）

に
つ
い
て
、
区
域
全
体
で
交
通
運
輸
や
安
全

衛
生
に
配
慮
し
な
が
ら
配
置
し
ま
す
。
つ
い

で
補
助
線
街
路
（
幅
員
11
ｍ
以
上
22
ｍ
未

満
）、
そ
し
て
幹
線
・
補
助
線
を
連
絡
す
る

区
画
整
理
街
路
（
原
則
幅
員
3
ｍ
か
ら
11
ｍ

ま
で
）
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
小
公
園
（
52

か
所
）
を
、
人
口
密
度
や
既
存
の
公
園
な
ど

と
の
関
係
を
考
え
て
、
小
学
校
に
隣
接
し
て

配
置
し
ま
す
。
江
東
区
域
で
は
7
か
所
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
（
元
加
賀
・
八
名
川
・
森
下
・

臨
海
・
東
陽
・
川
南
・
扇
橋
）。
そ
の
他
、
共

同
物
揚
場
な
ど
の
公
共
施
設
を
配
置
し
ま
す
。

次
に
、
各
地
区
に
お
い
て
公
共
施
設
配
置

に
よ
る
宅
地
の
減
少
率
（
減げ

ん

歩ぶ

率り
つ

）
を
決
定

し
ま
す
。
多
く
の
地
区
で
1
割
を
超
え
た
た

め
、
宅
地
を
買
収
し
て
整
理
前
の
宅
地
総
面

積
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
減
歩
率
を
緩
和
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
区
内
の
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
減
歩
率
を
算
出
し
、
地
区
の
減
歩
率

と
大
差
な
い
場
合
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
減
歩
率

に
よ
り
、
各
宅
地
の
換か

ん

地ち

を
設
計
し
ま
す
。

換
地
は
、
な
る
べ
く
以
前
と
近
い
位
置
に
、

か
つ
道
路
に
面
す
る
よ
う
に
配
置
し
ま
す
。

減
歩
率
に
著
し
い
差
異
が
あ
る
場
合
に
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
間
で
土
地
を
移
出
入
し
て
地
区
の

減
歩
率
に
近
づ
け
ま
す
。
こ
う
し
て
地
区
内

の
換
地
設
計
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

そ
の
後
、
地
区
の
土
地
区
画
整
理
委
員
会

（
地
主
と
借
地
人
に
よ
り
構
成
）
に
か
け
ら

れ
て
換
地
位
置
が
決
定
し
、
ま
た
補
償
金
額

な
ど
が
算
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
設
計
地

図
を
も
と
に
国
や
東
京
市
に
よ
っ
て
道
路
や

換
地
の
境
界
に
標ひ

ょ
う
ぐ
い杭

が
打
た
れ
る
と
、
自
分

の
土
地
や
建
物
を
建
て
る
場
所
が
分
か
り
ま

図1　江東区域の施行地区
（『帝都復興区劃整理誌』第3編各説第4巻）
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す
の
で
、
各
々
で
バ
ラ
ッ
ク
（
仮
設
建
物
）

を
期
限
内
に
換
地
へ
移
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
移
転
費
用
も
補
償
さ
れ
ま
し
た
。

第
59
地
区
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理

例
と
し
て
、
第
59
地
区
の
現
形
図
（
図

2
）
と
換
地
位
置
決
定
図
（
図
3
）
を
揚
げ

ま
す
。
同
地
区
は
、
東
は
中
ノ
川
（
現
平

久
川
）、
西
は
仙
台
堀
支
川
（
現
亀
堀
公
園
）

と
油
堀
川
（
埋
立
済
）
の
一
部
な
ど
、
南
は

大
島
川
（
現
大
横
川
）、
北
は
仙
台
堀
川
を

境
と
し
て
お
り
、現
在
の
深
川
1
・
2
、冬
木
、

門
前
仲
町
2
、
富
岡
1
・
2
に
あ
た
り
ま
す
。

①
街
路
の
新
設
拡
張

図
2
と
図
3
を
見
比
べ
る
と
、
整
理
前
後

で
道
路
の
様
子
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
図
3
の
斜
線
部
分
は
在
来

道
、
黒
塗
り
部
分
は
新
設
拡
張
を
示
し
ま
す
。

図
3
の
3
本
の
太
い
道
路
は
幹
線
街
路
で

す
。
第
3
号
線
（
現
永
代
通
り
）
は
、
在
来

電
車
通
り
（
斜
線
部
分
）
の
両
側
を
拡
張
（
黒

塗
り
部
分
）
し
て
幅
員
33
ｍ
と
し
ま
し
た
。

第
10
号
線
（
現
清
澄
通
り
）
は
、富
岡
橋
（
油

堀
川
。
撤
去
済
）
よ
り
在
来
の
亀
住
町
（
現

深
川
2
）
電
車
通
り
に
至
る
間
を
新
設
（
黒

塗
り
部
分
）
し
て
い
ま
す
（
本
誌
2
8
3
号

参
照
）。
黒
船
橋
（
大
島
川
）
よ
り
亀
住
町

に
至
る
間
は
幅
員
33
ｍ
、
亀
住
町
よ
り
海
辺

橋
に
至
る
間
は
25
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第

27
号
線
（
現
葛
西
橋
通
り
）
は
、
幅
員
22
ｍ

の
新
設
道
路
（
黒
塗
り
）
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
他
、
補
助
線
街
路
、
区
画

整
理
街
路
が
縦
横
に
通
さ
れ
、
街
の
様
子
は

一
変
し
ま
し
た
。

②
宅
地
の
減
少
率

地
区
の
整
理
前
宅
地
総
面
積
は
12
万
1‌

6 

1
坪
余
、
整
理
後
は
10
万
4
3
5
坪
余
で
、

減
歩
率
は
1
割
6
分
4
厘
で
し
た
。
こ
れ
で

は
換
地
設
計
上
支
障
が
あ
る
た
め
、
宅
地

5
5
0
3
坪
余
を
買
収
し
て
、
減
歩
率
を
1

割
2
分
4
厘
に
低
下
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
用
地
面
積
は
、
整
理
前
5
万
6
4
2
2

坪
余
か
ら
整
理
後
7
万
6
1
4
8
坪
余
へ
と

増
え
、
地
区
総
面
積
の
4
割
3
分
1
厘
（
整

理
前
3
割
2
分
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
換
地
位
置
の
決
定

換
地
位
置
案
は
、
大
正
14
年
４
月
15
日
に

土
地
区
画
整
理
委
員
会
に
か
け
ら
れ
、
翌
年

6
月
8
日
に
修
正
決
議
さ
れ
ま
し
た
（
の
ち

に
数
度
変
更
さ
れ
、
昭
和
4
年
〈
1
9
2
9
〉

5
月
3
日
に
議
了
）。

換
地
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
数
矢
尋じ

ん
じ
ょ
う常

小
学
校
の
位
置
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
震

災
前
、
同
小
は
数
矢
町
（
現
富
岡
2
）
の
中

央
部
に
建
っ
て
い
ま
し
た
が
、
補
助
線
第
41

号
線
が
町
の
中
心
を
南
北
に
貫
通
す
る
こ
と

に
な
り
、
移
転
の
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
当

初
は
、
第
41
号
線
沿
い
に
換
地
す
る
計
画

で
あ
っ
た
と

こ
ろ
、
数
矢

町
民
ら
か
ら

計
画
通
り
で

は
片
側
町
と

な
っ
て
町
の

繁
栄
が
阻そ

害が
い

さ
れ
る
こ
と
、

木
材
運
搬
の

た
め
に
通
学

上
危
険
で
あ

る
こ
と
か
ら
（
中
ノ
川
付
近
に
は
材
木
商
店

が
多
い
）、
他
所
へ
の
移
転
を
要
望
す
る
陳ち

ん

情じ
ょ
うが

出
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
深
川
区
会
は

計
画
通
り
数
矢
町
内
が
適
当
と
の
意
見
を
示

し
た
た
め
、
も
つ
れ
て
半
年
も
の
間
決
着
が

つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
深
川
公
園
地

の
東
北
隅
（
現
在
地
）
に
換
地
す
る
こ
と
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

④
バ
ラ
ッ
ク
移
転

バ
ラ
ッ
ク
の
移
転
（
2
4
7
8
棟
）
は
、

地
区
を
1
0
6
か
所
の
移
転
群
に
分
け
、
大

正
15
年
9
月
15
日
に
第
一
次
移
転
命
令
が
万

年
町
（
現
深
川
1
・
2
）
と
亀
住
町
の
一
部

の
第
1
、
第
2
移
転
群
に
出
さ
れ
て
以
降
、

順
次
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
移
転
実
施
予
定
期

間
は
昭
和
2
年
1
月
か
ら
翌
年
11
月
ま
で

で
、
全
部
の
移
転
が
完
了
し
た
の
は
昭
和
4

年
3
月
で
し
た
。

先
人
の
苦
心
を
振
り
返
る

今
回
ご
紹
介
し
た
土
地
区
画
整
理
に
よ
っ

て
、
現
在
の
往
来
が
盛
ん
な
大
通
り
や
下
町

風
情
の
あ
る
路
次
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
た
か
。
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
道

や
風
景
に
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
震
災
か
ら

1
0
0
年
の
今
、
復
興
に
か
け
た
先
人
の
苦

心
を
振
り
返
り
、
将
来
に
思
い
を
巡
ら
せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
参
考『
帝
都
復
興
区
劃
整
理
誌
』

『
帝
都
復
興
事
業
誌
』他

‌（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原‌

修
）

図2　第59地区現形図（加筆）
（『帝都復興区劃整理誌』第3編各説第4巻）

図3　第59地区換地位置決定図（加筆）
（図2と同じ）※③・⑩・㉗は幹線、㊶は補助線。
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深
川
の
豪
商近

江
屋
喜
左
衛
門

8

お
詫
び
と
訂
正

前
号（
№
3
0
2
）に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

2
頁
4
段
目
本
文
9
行
目

誤
：
享
保
19
年　

正
：
享
保
16
年

8
頁
2
段
目
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

誤
：
東
京
大
空
襲・戦
災
史
料
セ
ン
タ
ー

正
：
東
京
大
空
襲・戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー

以
上
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

昭
和
34
年
（
1
9
5
9
）
に
刊
行
さ
れ
た

『
澁
澤
倉
庫
六
十
年
史
』
に
は
、
渋
沢
栄
一

の
孫
敬
三
の
は
し
が
き
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
、「
深
川
区
福
住
町
四
番
地

（
今
の
永
代
町
）
は
私
の
生
れ
た
所
で
、
祖

父
青
淵
が
明
治
二
年
静
岡
か
ら
東
京
に
出
て

か
ら
、
神
田
猿
楽
町
や
小
川
町
に
居
を
転
々

と
し
、
遂
に
九
年
こ
の
大
島
川
沿
い
の
近
江

屋
喜
左
衛
門
の
寮
を
譲
り
受
け
改
築
し
本
拠

と
し
た
所
で
す
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
9
年
（
1
8
7
6
）
4
月
に
購
入
し
、

8
月
か
ら
本
拠
と
し
た
深
川
邸
は
、「
近
江

屋
喜
左
衛
門
」
な
る
人
物
の
建
物
を
取
得
し
、

改
築
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
「
近
江
屋
喜
左

衛
門
」
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

近
江
屋
喜
左
衛
門
は
、
出
自
や
来
歴
な
ど

が
明
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
苗
字
は
飯

島
と
い
い
ま
し
た
。
喜
左
衛
門
が
史
料
上
に

登
場
す
る
の
は
寛
政
2
年
（
1
7
9
0
）
の

こ
と
で
、
浅
草
の
江
戸
御
廻
米
納お

さ
め

宿や
ど

13
人
が

解
任
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
を
喜
左
衛
門
が
引

き
受
け
た
と
い
う
も
の
で
す
。
江
戸
御
廻
米

納
宿
は
、
幕
府
領
の
年
貢
納
入
に
関
わ
る
業

務
を
担
当
す
る
商
人
で
、
喜
左
衛
門
が
信
用

の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。ま

た
、万
延
元
年
（
1
8
6
0
）
下
総
（
現

千
葉
県
）
小お

見み

川が
わ

藩
の
内
田
家
が
窮
乏
し
た

際
、
領
内
の
村
々
か
ら
二
千
両
を
調
達
し
ま

す
。
と
こ
ろ
が
村
々
は
そ
れ
が
出
来
な
い
た

め
、
喜
左
衛
門
か
ら
借
用
し
、
返
済
は
翌
年

作
ら
れ
る
米
を
以
て
あ
て
る
旨
の
史
料
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
（『
銚
子
市
史
』）。

そ
れ
以
外
に
も
、
嘉
永
7
年
（
1
8
5
4
）

の
異
国
船
来
航
に
際
し
、
幕
府
へ
千
二
百

両
の
御
用
金
を
納
め
、
翌
安
政
2
年

（
1
8
5
5
）
の
い
わ
ゆ
る
安
政
江
戸
地
震

の
際
に
も
町
内
な
ど
へ
施
金
を
行
い
ま
し
た

（
向
山
誠
斎
「
甲
寅
雑
記
」）。
こ
の
よ
う
に
、

近
江
屋
は
、
大
名
な
ど
へ
資
金
融
通
を
行
い
、

米
穀
商
・
金
融
業
な
ど
手
広
く
商
売
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
す
。

江
戸
の
有
力
商
人
の
一
人
で
あ
っ
た
喜
左

衛
門
は
、
明
治
に
入
っ
て
も
同
様
で
し
た
。

明
治
2
年
（
1
8
6
9
）、
明
治
政
府
の
も

と
で
為
替
会
社
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

身
元
金
を
元
手
に
し
て
太
政
官
札
の
取
り
扱

い
や
金
融
業
務
を
行
う
た
め
の
も
の
で
し
た

が
、
近
江
屋
は
一
万
円
を
出
資
し
て
い
ま
す
。

三
井
や
小
野
、
島
田
と
い
っ
た
豪
商
ら
と
と

も
に
為
替
会
社
に
参
加
し
、
総
頭
取
世
話
心

得
と
い
う
肩
書
き
ま
で
も
ら
っ
た
近
江
屋
で

し
た
が
、
そ
の
好
況
は
長
く
は
続
か
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

明
治
5
年
7
月
、
近
江
屋
は
土
蔵
35
戸
前

と
建
家
一
式
を
引
当
に
一
万
両
を
借
り
て
い

ま
す
（『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
』
15
）。

こ
の
記
録
以
降
、
史
料
か
ら
「
近
江
屋
喜
左

衛
門
」
の
名
前
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
で
す
。

明
治
9
年
4
月
16
日
、
渋
沢
栄
一
の
秘

書
役
を
務
め
て
い
た
芝
崎
確
次
郎
の
日
記
に

は
、
栄
一
が
深
川
福
住
町
の
喜
左
衛
門
屋
敷

を
実
見
し
、
修
繕
す
べ
き
箇
所
な
ど
も
含
め

て
確
認
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
（『
渋

沢
栄
一
伝
記
資
料
』）。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
近
江
屋
は
一
万
両
の
借
金
が
払
え
な

か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
抵
当

と
な
っ
て
い
た
家
・
土
蔵
一
式
は
、
2
日
後

の
4
月
18
日
、
栄
一
が
一
万
五
百
四
十
円
で

地
主
北
村
文
兵
衛
か
ら
購
入
し
ま
し
た
。
渋

沢
家
の
深
川
邸
は
こ
の
よ
う
な
形
で
誕
生
し

た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
米
商
人
と
し
て
の
近
江
屋

喜
左
衛
門
は
実
業
界
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た

が
、
ひ
ょ
ん
な
と
こ
ろ
で
喜
左
衛
門
の
名
前

が
残
っ
て
い
ま
す
。
豪
商
時
代
に
は
、
多
く

の
芸
人
や
力
士
、
幇ほ

う

間か
ん

な
ど
が
出
入
り
し
、

「
北
川
町
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
芸
事
に

通
じ
、
初
代
三
遊
亭
圓
朝
な
ど
の
パ
ト
ロ
ン

の
一
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
趣
味
が
高

じ
て
荻
江
節
の
四
代
目
の
株
を
取
得
し
、
四

代
目
荻
江
露
友
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
28
年
（
1
9
5
3
）、
英
十
三
が
四

代
目
荻
江
露
友
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
し
て
い
ま
す
（
互
笑
会
『
柳
橋
界
隈
』）。

要
約
す
る
と
、
明
治
15
・
16
年
頃
に
渋
沢

栄
一
の
深
川
邸
で
宴
会
が
催
さ
れ
た
際
、
品

が
あ
り
芸
も
巧
み
な
幇
間
が
い
て
、
ま
わ
り

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い

つ
の
間
に
や
ら
姿
を
消
し
て
い
た
こ
と
に
客

が
気
づ
き
、
あ
の
人
は
誰
な
の
か
を
話
し
て

い
た
際
、
事
情
を
知
る
人
が
近
江
屋
喜
左
衛

門
、
芸
名
を
荻
江
露
友
で
あ
る
と
話
し
て
周

り
が
驚
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。

明
治
17
年
6
月
30
日
、
49
歳
で
亡
く
な

る
と
か
つ
て
の
屋
敷
の
隣
に
あ
っ
た
因
速
寺

（
関
東
大
震
災
後
に
東
砂
へ
移
転
）
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
管
理
事
務
所

副
所
長　

龍
澤‌

潤
）

東
都
持
○
長
者
鑑　

嘉
永
七
寅
年
初
秋
改
正
大
新
板

（
部
分
、東
京
都
立
図
書
館
蔵
）

「
深
川　

近
江
屋
喜
右（
左
の
間
違
い
）衛
門
」の

文
字
が
確
認
で
き
る
。


